
皆
様
に
は
、
ご
壮
健
に
て
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
野
木
沢

地
区
自
治
協
議
会
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
な
ぜ
今
自

治
協
議
会
な
の
か
と
疑
問
を
持
た
れ
た
方
も
い
る

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
ニ
ュ
ー

ス
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
少
子
高
齢
化

の
問
題
が
あ
る
と
い
う
事
で
す
。

地
域
の
占
め
る
生
産
人
口
が
減
り
高
齢
者
が
増

え
共
同
作
業
（
道
普
請
・
草
刈
り
、
史
跡
の
維
持

管
理
等
）
を
続
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
集
落
機

能
の
維
持
が
出
来
な
く
な
っ
て
く
る
こ
と
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
よ
り

良
く
生
活
を
続
け
る
た
め
に
自

律
的
・
継
続
的
に
改
善
し
て
行

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
自
治
協
議

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

た
だ
昨
年
は
事
業
な
ど
は
前

年
度
の
事
業
内
容
を
踏
襲
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
並
行
し
て

各
部
会
が
野
木
沢
の
事
業
計
画

書
（
野
木
沢
地
区
デ
ザ
イ
ン
）

を
作
成
す
る
た
め
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
私
に
出
来
る
こ
と
」
「
私
が

や
り
た
い
こ
と
」
「
地
域
に
必

要
な
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
議
論

し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
は
基
本
目
標
を
た
て
皆

様
の
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
し
ま
し
て
、
年
頭

の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

近
内
光
慶

ふ
れ
あ
い

広
場
「
の
ぎ

さ
わ
の
会
」

が
12
月
４
日

（
水
）
野
木

沢
自
治
セ
ン

タ
ー
で
第
６

班
矢
吹
重
光

班
長
に
よ
る

交
流
会
を
利

用
者
会
員
19

名
、
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
、
民

生
委
員
、
協
力
員
、
自
治
セ
ン
タ
ー
職
員
含
め
総

勢
37
名
で
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
「
忘
年
会
!!
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
寒
い
時
期
、
体
を
温

か
く
し
て
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
い
う
こ
と
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の

荒
井
ミ
ド
リ

さ
ん
の
指
導

に
よ
り
軽
体

操
を
行
い
、

そ
の
後
、
カ

ラ
オ
ケ
大
会

ス
タ
ー
ト
。

は
じ
め
は
、

み
な

さ

ん
歌

う
ま

で

に
時

間
が

か

か
っ

て
い

ま

し
た
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

自
治
協
議
会
部
会
全
体
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

野
木
沢
地
区
ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

マ
イ
ク
を
手
に
カ
ラ
オ
ケ
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
作
り
昼
食



が
、
そ
の
後
だ
ん
だ
ん
と
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
り
、
懐
か
し
い

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
か
か
る
と
積
極
的
に
マ
イ
ク
を
に
ぎ
り
、
張

り
の
あ
る
歌
声
を
響
か
せ
て
お
り
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
後
は
、
お
待
ち
か
ね
ボ
ラ
ン
テ
ア
の
皆

さ
ん
に
よ
る
手
作
り
昼
食
で
す
。
む
か
ご
ご
飯
、
鶏
肉
の
か

ら
あ
げ
、
な
め
こ
の
味
噌
汁
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
ゆ
ず
入
漬

物
、
リ
ン
ゴ
が
添
え
ら
れ
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

次
回

新
た
な
年
を
迎
え
令
和
2
年
1
月
8
日
（
水
）

班
長

大
竹

隆
さ
ん
担
当
、
【
テ
ー
マ
】
「
い
き
い
き
美

容
教
室
③
」
で
す
。

野
木
沢
ま
ち
づ
く

り
特
産
品
部
会
代
表

吉
田
和
子
さ
ん
ほ
か

13
名
会
員
「
ふ
じ
わ

ち
ゃ
ん
」
は
、
1
月

9
日
（
木
）
、
炒
り

豆
腐
、
酢
大
根
、
同

じ
く
23
日
（
木
）
は
、

き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
、

卵
焼
き
、
フ
キ
・
ワ

ラ
ビ
塩
抜
き
、
白
菜

漬
け
を
販
売
予
定
し

て
い
ま
す
。

二
月
、
三
月
も
二
回
開
催
予
定
し
て
い
ま
す
。

一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
販
売
日
ち
ら
し
を
別
紙
配
布
致
し
ま

し
た
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

一
日
（
水
）
セ
ン
タ
ー
休
館

元
日

聖
徳
寺
元
朝
祭

二
日
（
木
）
セ
ン
タ
ー
休
館

三
日
（
金
）
セ
ン
タ
ー
休
館

三
地
区
新
年
祭

四
日
（
土
）
青
少
協
書
き
初
め
大
会

保
育
始
め

五
日
（
日
）
消
防
出
初
め
式

八
日
（
水
）
ミ
ニ
デ
ィ
の
ぎ
さ
わ
の
会

野
小
3
学
期
始
業
式

十
二
日
（
日
）
書
き
初
め
展

中
野
ど
ん
ど
焼
き

中
野
公
民
館
新
春
区
民
の
集
い

十
三
日
（
月
）
成
人
の
日

塩
沢
ど
ん
ど
焼
き

十
八
日
（
土
）
保
育
参
観

二
十
八
日
（
火
）
和
泉
式
部
の
里
づ
く
り
小
和
清
水
整
備
作

業

二
十
九
日
（
水
）
の
ぎ
さ
わ
の
会
事
前
班
会
議
（
2
班
）

十
二
月
九
日
（
月
）
サ
ー
ク
ル
ひ
ま
わ
り
（
二
瓶
順
子
代

表
）
に
よ
る
年
末
を

ひ
か
え
て
の
自
治
セ

セ
ン
タ
ー
全
館
大
掃

除
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
の
窓
拭
き

や
調
理
室
の
床
み
が

き
、
ト
イ
レ
の
タ
イ

ル
の
部
分
の
シ
ミ
落

し
な
と
館
内
隅
々
ま

で
掃
除
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
昨
年

の
六
月
に
も
大
掃
除

を
や
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
企
画
推
進
委
員
（
有
賀

勝
委
員
長
）
に
よ
る

お
も
し
ろ
談
話
室
が

2

月
18

日

（

火

）

（
午
後
6
時
30
分
）

開
催
し
ま
す
。

昨
年
お
話
し
出
来
な

か
っ
た
部
分
を
今
回

第
二
弾
、
川
島
信
治

先
生
を
招
き
テ
ー
マ

「
地
元
の
専
門
技
術

で
農
業
革
命
農
産
物

を
儲
か
る
商
品
に
変

身
さ
せ
る
に
は
」
に

つ
い
て
講
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。

多
く
の
区
民
皆
様
の
聴
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

野
木
沢
駅
環
境
整
備
委
員
会
（
委
員
長
：
荻
野
正
美
）
で

は
長
寿
会
連
合
会
、
区
長
会
、
野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー
等
が

中
心
に
な
っ
て
12
月

7
日
（
土
）
午
前
6

時
30
分
か
ら
第
2
回

目
の
野
木
沢
駅
敷
地

内
の
環
境
整
備
奉
仕

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

少
し
で
も
駅
を
気

持
ち
よ
く
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
ホ
ー

ム
の
清
掃
や
植
木
の

剪
定
、
線
路
脇
の
草

刈
、
除
草
を
行
い
ま

し
た
。

昨
年
の
談
話
室

※
野
木
沢
駅
環
境
整
備
奉
仕
作
業
実
施
※

固
定
客
で
完
売

サ
ー
ク
ル
ひ
ま
わ
り
館
内
大
掃
除

調
理
室
棚
の
清
掃

駅
構
内
の
草
刈
り

お
も
し
ろ
談
話
室
開
催


